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〈写真・菊地信夫〉

　今月、湘南医療福祉専門学校（戸塚区）を卒業する柴田亮さん。

高校を卒業し工場で数カ月働いた後に、高齢者のデイサービスで働

いた。知識も経験も無い中で、利用者の方や職員の方が、介護の仕

方を丁寧に教えてくれたことが嬉しく、「介護の仕事を一生続けた

い」という気持ちが芽生えたきっかけとなった。

　柴田さんはこの春から、横浜市内の特別養護老人ホームで働く。

　「専門学校で学んだ、一人ひとりを大切にしたケアの考え方を忘

れず、利用者の関わり方や介護を先輩職員から吸収して、現場で考

える介護をしていきたい」と抱負を語る姿は、ひたむきさと希望に

満ちていた。

介護の職場で働き続けたい
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ともしび運動の理念をどのように地域へ浸透させていくのか
　ともしび運動（以下、運動）は、高齢者も若者も、障害
のある人もない人も、国籍が違っても、ともに手を携えて
歩むことのできる「ともに生きる福祉社会づくり」を目指
す県民運動です。昭和51年に提唱され、翌年には運動を支
える財源として「ともしび基金」が設立されました。
　本会では、この基金果実（利子）を活用し、①ポスター・
絵本、作文を通じた思いやり、助け合いなど福祉の心を育
む機会づくり、②当事者団体やボランティアグループなど

の地域福祉活動を支えるための助成による支援、③障害の
ある方の働く場、地域交流の場としての「ともしびショッ
プ」への支援、④コミュニケーション手段としてのＩＴ（情
報技術）利活用の支援、⑤身体機能や生活環境に合った日
常生活に役立つ自助具（身近で小さな福祉用具）の普及な
どの事業を展開しています。
　今回は、基金果実を活用した事業の中でも、助成制度に
注目して、その意味や今後の課題を考えます。

基
金
果
実
に
よ
る
助
成
制
度
の
意
味

　

と
も
し
び
基
金
の
果
実
は
、
普
及
啓

発
や
学
習
・
相
談
・
支
援
者
養
成
・
運

営
支
援
・
活
動
助
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
助
成
制
度
は
、
本
会
が
県
域

を
対
象
と
し
た
支
援
組
織
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
取
り
組
め
る
テ
ー
マ
に
は
限
り

が
あ
り
、
そ
れ
を
補
う
効
果
的
な
方
法

だ
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
本
会
が
今
後

取
り
組
む
べ
き
優
先
的
な
課
題
を
把
握

す
る
上
で
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

単
な
る
資
金
的
な
支
援
だ
け
で
は
な

く
、
と
も
し
び
運
動
新
行
動
指
針
の
四

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
①
気
づ
き
・
関
心
を

も
つ
、
②
学
び
・
理
解
を
広
げ
る
、
③

行
動
し
・
発
信
す
る
、
④
つ
な
が
る
・

つ
な
げ
る
、
を
地
域
の
中
で
ど
う
生
か

し
て
い
く
の
か
を
ポ
イ
ン
ト
に
、
本
会

が
直
接
取
り
組
む
こ
と
が
難
し
い
地
域

福
祉
活
動
の
発
展
や
波
及
効
果
を
期
待

し
な
が
ら
、
実
施
主
体
と
一
緒
に
個
別

の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
助
成

　

助
成
制
度
の
形
態
も
多
様
で
す
。
一

例
と
し
て
、
運
動
の
象
徴
で
あ
り
、
障

害
の
あ
る
方
の
働
く
場
、
地
域
交
流
の

場
と
し
て
本
会
が
認
定
す
る
と
も
し
び

シ
ョ
ッ
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

県
内
四
十
九
店
舗
の
中
で
最
も
新
し

い
ポ
エ
ム,10
（
横
浜
市
栄
区
）
は
、
地

域
交
流
を
重
視
し
た
多
機
能
型
と
も
し

び
シ
ョ
ッ
プ
モ
デ
ル
事
業
「
と
も
し
び

シ
ョ
ッ
プ
交
流
サ
ロ
ン
」
の
実
施
店
舗

で
す
。
手
づ
く
り
の
多
国
籍
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
す
る

お
店
と
し

て
、
す
で
に

地
元
で
の
人

気
は
高
く
、

高
齢
者
も
若

者
も
、
障
害

の
あ
る
人
も

な
い
人
も
、

国
籍
が
違
っ

て
も
〝
み
ん
な
〞
で
働
い
て
い
る
の
が

特
長
で
す
。
障
害
の
あ
る
方
は
ス
タ
ッ

フ
、
外
国
籍
の
方
を
含
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
一
丸
と
な
っ

て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、

運
営
団
体
代
表
者
は
、
何
度
も
本
会
を

訪
れ
、
働
く
人
も
メ
ニ
ュ
ー
も
多
国
籍

と
い
う
、
一
つ
の
新
し
い
形
を
提
案
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
運
営
団
体
の
考

え
と
本
会
の
目
指
す
も
の
が
重
な
り
、

地
域
で
の
福
祉
課
題
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
開
設
経
費
と
モ
デ
ル
事
業
実
施
経

費
を
助
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

店
舗
運
営
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

運
動
の
理
念
が
よ
り
地
域
に
広
が
っ
て
、

新
た
な
展
開
に
つ
な
が
っ
て
い
け
る
よ

う
、今
後
も
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

先
駆
的
地
域
実
践
活
動
へ
の
助
成

　

先
駆
的
・
広
域
的
な
地
域
福
祉
活
動

を
行
う
当
事
者
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
福

祉
（
と
も
し
び
）
推
進
助
成
金
が
あ
り

ま
す
。
左
記
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
対
し

て
、
一
年
間
で
約
六
十
件
、
一
千
万
円

を
超
え
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

下＝中国、タイ、フィリピ
ンなど多彩なランチ

上＝本場仕込みの手づく
り餃子

県立地球市民かながわプラザ内　☎045－896－2121

〈助成対象事業の主なテーマ〉
　精神保健ボランティア、知的障害・発達障害
児の学習・余暇活動、就労移行への支援、心身
障害児者の音楽療法、乗馬体験、電動車椅子サッ
カー大会、若年性認知症の支援、障害児と市民
のアートワークショップ、聴覚障害児の保護者
向け手話教室、療育サマーキャンプ、ふれあい
コンサート、子育てサロンをはじめとした子育
て支援、高齢者施設を活用した地域交流サロン、
うつの人などの居場所づくり、高齢者の食育、
食物アレルギーの理解、摂食障害の理解、自閉
症・ダウン症の理解、視覚障害理解に向けた福
祉教育、日本語を母国語としない子どもたちの
補習、いじめ防止、学生向けデートＤＶ防止、
児童虐待ネグレクト防止、ＤＶ被害者のステッ
プハウス、路上生活者の自立支援、困難を抱え
る若者の就労支援など
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体
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
で

は
、
助
成
金
の
効
果
と
し
て
、
①
信
頼

感
や
信
用
度
が
向
上
、
②
会
員
や
賛
同

者
が
増
加
、
③
幅
広
い
世
代
の
参
加
、

④
他
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が

り
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
が
地
域
で
認
め
ら
れ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
よ
う
、
今
後

も
助
成
制
度
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

市
町
村
と
も
し
び
運
動
推
進
組
織

　

市
町
村
と
も
し
び
運
動
推
進
組
織

（
以
下
、
推
進
組
織
）
は
、
運
動
の
中

核
組
織
と
し
て
横
浜
市
・
川
崎
市
を
除

く
三
十
一
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。基
金
果
実
の
助
成
金
を
活
用
し
て
、

左
記
の
と
お
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

と
も
し
び
運
動
新
行
動
指
針
に
基
づ

き
「
地
域
で
共
に
考
え
、
行
動
し
、
広

げ
る
」
福
祉
の
土
壌
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
推
進
組
織
の
役
割
で
す
。

　

南
足
柄
市
と
も
し
び
運
動
推
進
連
絡

会
で
は
、
市
の
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

研
修
会
と
し
て
、
本
会
自
助
具
工
房
と

Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
を
訪
れ
、
リ
ウ
マ
チ
友
の

会
や
脳
卒
中
に
よ
る
中
途
障
害
者
の
会

の
体
験
談
を

聞
い
て
、
自

助
具
や
Ｉ
Ｔ

支
援
機
器
・

ソ
フ
ト
を
試

す
こ
と
で
、

研
修
参
加
者

の
生
活
の
幅

を
広
げ
る
機

会
と
し
ま
し

た
。
本
会
に
届
い
た
年
賀
状
に
は
「
体

験
者
と
の
交
流
が
自
分
の
励
み
に
な

り
、
初
め
て
自
筆
で
書
き
ま
し
た
」
と

感
謝
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
じ
推
進
組
織
で
あ
る
箱
根
町
社
協

で
は
、
町
社
協
と
同
じ
フ
ロ
ア
に
あ
る

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
フ
ァ
ー
ス
ト
で
行

わ
れ
た
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
の
中

で
、作
業
療
法
士
に
よ
る
自
助
具
体
験
・

　

本
会
は
助
成
の
相
談
に
訪
れ
る
団
体

や
グ
ル
ー
プ
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
そ

の
活
動
や
地
域
の
福
祉
課
題
を
吸
収
し

な
が
ら
、
運
動
の
輪
を
地
域
に
広
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
時
に
、
そ

の
活
動
の
社
会
的
認
知
度
や
信
用
を
上

げ
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
へ
の
橋
渡

し
を
行
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

女
性
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
回
復

拠
点「
ヌ
ジ
ュ
ミ
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、

育
児
放
棄
や
家
庭
崩
壊
、う
つ
病
、自
ら

の
生
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
が
、

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ヌ
ジ
ュ
ミ
で
は
、
こ
の
依
存
症
か
ら

回
復
し
た
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、
拠
点

の
確
保
や
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
、

相
談
、当
事
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
、

家
族
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、体
験
談
・

相
談
窓
口
情
報
を
ま
と
め
た
冊
子
の
発

行
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
事
者
同
士
の
輪
に
、
医
師
な
ど
の

支
援
者
が
寄
り
添
い
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
大
切
さ
や
社
会
的
な
意
識
を

促
が
す
た
め
に
、
後
押
し
を
す
る
の
が

本
会
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
助
成
団

相
談
を
行
い
、
障
害
へ
の
理
解
と
自
助

具
の
正
し
い
選
び
方
・
使
い
方
を
地
域

の
方
々
に
伝
え
ま
し
た
。

　

推
進
組
織
と
本
会
事
業
の
タ
イ
ア
ッ

プ
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
地
域

性
を
重
視
し
た
取
り
組
み
、
効
果
的
な

事
業
展
開
、
地
域
へ
の
波
及
効
果
、
運

動
の
広
が
り
が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
会
は
、
来
年
度
か
ら
五
カ
年
で
、

新
し
い
活
動
推
進
計
画
に
基
づ
く
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、

地
域
で
地
道
な
活
動
を
続
け
る
草
の
根

の
活
動
や
、
複
数
の
市
町
村
を
ま
た
が

る
広
域
的
な
実
践
活
動
な
ど
、
地
域
福

祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
に
向
け
た
仕
組

み
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
た
め
の

助
成
制
度
を
、
専
門
委
員
会
の
中
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
福
祉
課
題
に
直
面
す
る
当
事

者
へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
思
い
や

り
・
寄
り
添
い
・
助
け
合
い
・
支
え
合

う
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
、
本
会
の
全

県
的
な
取
り
組
み
と
並
行
し
な
が
ら
、

地
域
拠
点
で
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
常

に
運
動
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、
継

続
的
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

〈推進組織の主な取り組みテーマ〉
　ともしび福祉講演会、健康・介護予防講座、
ともしびポスター・絵本コンテスト作品展示、
ともしびカレンダー・標語コンクール、福祉作
文集の発行、福祉体験サマーチャレンジ、障害
理解に向けた福祉教育ＤＶＤの作成、障害者週
間キャンペーン、盲導犬・点字・手話・誘導・
高齢者疑似体験、自助具展示･体験・相談、ＩＴ
支援機器・ソフト体験会、ＩＴ支援ボランティ
ア養成講座、傾聴ボランティア・知的障がいサ
ポーター講座、車いすバスケットボール体験講
座、車いすダンスの発表、車いすのパティシエ、
知的障害児家庭と地域の方との交流会、認知症
の家族の心をつなぐ交流会、ふれあいアートひ
ろば、ふれあいコンサートとワークショップ、
ボランティアフェスタなど

下＝ファーストでは
自助具セットを常設
展示しています

上＝体験者との交流
後、台つき爪切りを
製作する参加者
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ら
理
解
さ
れ
に
く
い
こ
と
や
、
意
思
が

通
じ
な
い
事
な
ど
か
ら
混
乱
と
ス
ト
レ

ス
が
多
く
あ
る
こ
と
を
整
理
し
な
が

ら
、
そ
う
し
た
本
人
の
困
難
さ
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
①
早
期
発
見
、
発
達
支

援
、
②
社
会
の
理
解
と
合
理
的
配
慮
、

③
自
閉
症
児
者
を
支
え
る
援
助
・
医
療
・

支
援
制
度
が
施
策
の
柱
と
な
る
こ
と
を

提
言
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
合
理
的

配
慮
が
、
障
害
の
あ
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
個
別
に
調
整
、
提
供
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
自
閉
症
児
者
が
求
め
る
基
本
的
合

理
的
配
慮
を
左
記
の
よ
う
に
ま
と
め
て

い
ま
す
。

※ 

今
回
の
報
告
書
の
印
刷
、
配
布
に
は
、
本

会
地
域
福
祉
（
と
も
し
び
）
助
成
金
が
活

用
さ
れ
ま
し
た
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

を
必
要
と
す
る
障
害
の
あ
る
人
が
障
害

者
後
見
的
支
援
運
営
法
人
に
登
録
し
て

利
用
し
ま
す
。

　

現
在（
二
月
末
時
点
）市
内
四
区（
南

区
・
保
土
ケ
谷
区
・
都
筑
区
・
栄
区
）

で
実
施
さ
れ
、
今
後
全
区
展
開
の
予
定

で
す
。
今
後
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

※ 

後
見
的
支
援
制
度
は
、
民
法
上
の
成
年
後

見
制
度
と
は
違
い
、
財
産
管
理
や
契
約
行

為
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
身
体
介
助
や

家
事
援
助
な
ど
、直
接
支
援
は
行
い
ま
せ
ん
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　〈自閉症児者の求める
基本的合理的配慮〉　

• コミュニケーション支援、情報のバリ
アフリー化
• 本人がわかる環境を整える：環境の構
造化が基本となります。
◇ 視覚的に伝える（「聞く」よりは「見る」）
◇ 順序付け、見通しを立てて伝える
◇ 一度に多くの情報を提供しない、伝え
ない
◇本人に直接、具体的に伝える
◇ 失敗は成功の母にならない、成功体験
を重視
◇ 予定の変更、変化等は事前に説明
◇ 本当に理解できたか確認、フォローが
必要
◇ 本人の意思表示、ヘルプ要請の方法作
り
◇ 独り言、身体をゆらす等問題なければ
許容
◇ 奇異な目で見ない（理解を持った無関
心）

知的な遅れのある自閉症の人だけでな
く、知的な遅れの無い自閉症の人にも同
じ配慮が必要です

障害者後見的支援運営法人
〈南　区〉
　（福）横浜共生会　地域生活支援センター南海（なみ）
　☎045－348－9035
〈保土ケ谷区〉
　（福）ほどがや　障がい者後見的支援室ほどがやゆめあん
　☎045－331－9537
〈都筑区〉
　（福）同愛会　つづき障害者後見的支援センターリリーフ・ネット
　☎045－482－4871
〈栄　区〉※３月末に事務所移転のため電話番号が変更します。
　（福）訪問の家　サポートセンター径相談支援室
　☎045－890－6601
横浜市障害者後見的支援推進法人
（福）横浜市社会福祉協議会　障害者支援センター☎045－681－1277

自
閉
症
の
あ
る
方
へ
の
合
理
的
配

慮
を
求
め
る
報
告
書
ま
と
ま
る

　

神
奈
川
県
自
閉
症
児
・
者
親
の
会
連

合
会
・
神
奈
川
県
自
閉
症
協
会（
以
下
、

親
の
会
）
で
は
、
自
閉
症
の
あ
る
人
が

求
め
る
合
理
的
配
慮
を
明
確
に
し
よ
う

と
、
平
成
二
十
二
年
度
、「
合
理
的
配

慮
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
、去
る
十
月
に
、

「
自
閉
症
児
者
の
求
め
る
合
理
的
配
慮

と
障
害
者
制
度
改
革
の
方
向
性 

第
一

版（
コ
ン
セ
プ
ト
研
究
）報
告
」
と
題
し

た
報
告
書
を
ま
と
め
、
十
一
月
に
は
、

内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
障
が
い
者
制
度

改
革
推
進
会
議
、
同
会
議
総
合
福
祉
部

会
の
そ
れ
ぞ
れ
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
自
閉
症
の
あ
る
方
は

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
さ
を
持
ち
、
周
囲
か

障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
〜
横
浜
市

障
害
者
後
見
的
支
援
制
度

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
は
、
障
害
の
あ
る
方
や

そ
の
家
族
の
願
い
で
す
。

　

横
浜
市
で
は
「
将
来
に
わ
た
る
あ
ん

し
ん
施
策
」
を
「
横
浜
市
障
害
者
プ
ラ

ン
（
第
二
期
）」
の
重
点
施
策
に
位
置

付
け
ま
し
た
。
そ
の
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、「
横
浜
市
障
害
者
後
見
的

支
援
制
度
」
が
平
成
二
十
二
年
十
月
か

ら
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
各
区
で
制
度
を
運
営

す
る
障
害
者
後
見
的
支
援
運
営
法
人

と
、
市
域
で
制
度
を
推
進
す
る
横
浜
市

障
害
者
後
見
的
支
援
推
進
法
人
が
共
同

し
て
、
地
域
の
中
で
あ
ん
し
ん
キ
ー
パ

ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に

よ
る
人
的
支
援
の
体
制
を
新
た
に
仕
組

み
と
し
て
作
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

障
害
の
あ
る
一
人
ひ
と
り
の
日
常
生
活

を
見
守
り
、
将
来
に
対
す
る
漠
然
と
し

た
希
望
や
不
安
へ
の
相
談
を
受
け
、
将

来
の
生
活
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
す
。

　

実
施
区
に
居
住
す
る
、
後
見
的
支
援

報 告書への問合せは
　神奈川県自閉症児・者親の会連合会
　info-kas@kas-yamabiko.jpn.orgまで
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い
不
安
感
を
抱
え
込
み
な
が
ら
生
活
を

送
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家

族
や
医
療
関
係
者
に
も
、
深
い
悩
み
の

部
分
を
言
い
に
く
く
、
コ
ス
モ
ス
に
初

め
て
参
加
さ
れ
る
方
の
中
に
は
、「
患

者
会
と
の
出
会
い
に
救
わ
れ
た
」
と
の

声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

青
山
さ
ん
は
、「
当
事
者
の
方
た
ち

が
、
コ
ス
モ
ス
に
参
加
し
自
分
の
不
安

や
悩
み
を
語
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
生

き
て
い
く
こ
と
に
前
向
き
に
な
れ
て
、

生
き
る
力
と
な
る
こ
と
も
。
命
と
向
き

合
う
勇
気
が
で
き
て
、
よ
う
や
く
『
自

分
ら
し
く
生
き
る
』
こ
と
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

十
年
程
前
に
、
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

内
に
コ
ス
モ
ス
が
立
ち
上
が
っ
て
以

来
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
も
あ
り
、

毎
月
の
定
例
会
の
ほ
か
、「
乳
が
ん
の

集
い
」「
婦
人
科
が
ん
の
集
い
」「
患
者

家
族
の
集
い
」「
遺
族
の
集
い
」「
旅
行
」

な
ど
の
活
動
に
は
、
年
間
延
べ
千
人
が

集
ま
る
ほ
ど
、
取
り
組
み
が
広
が
っ
て

き
ま
し
た
。

－－利用者本位を地域で支える利用者本位を地域で支える－－

自
分
ら
し
く
笑
え
て
、
泣
け
る
場
所
の
広
が
り
を

自
分
ら
し
く
笑
え
て
、
泣
け
る
場
所
の
広
が
り
を

  
〜
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
患
者
会
コ
ス
モ
ス
の
取
り
組
み
か
ら

〜
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
患
者
会
コ
ス
モ
ス
の
取
り
組
み
か
ら

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

　

今
号
で
は
、
が
ん
を
抱
え
た
人
た
ち

の
本
人
ら
し
さ
を
支
え
て
い
く
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
環
境
が
大
切
な
の
か

考
え
よ
う
と
、
治
療
中
・
治
療
後
の
が

ん
患
者
の
方
や
そ
の
家
族
が
集
い
情
報

交
換
す
る
場
、「
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

患
者
会
コ
ス
モ
ス
（
以
下
、「
コ
ス
モ

ス
」）」
代
表
世
話
人
の
一
人
で
、
ご
本

人
も
が
ん
経
験
者
で
あ
る
青
山
泰
三
さ

ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
本
人

の
集
い

　

本
県
の
が
ん
り
患
数
は
、
平
成
十
四

年
に
約
三
万
人
で
し
た
が
、
平
成
二
十

七
年
に
は
、
五
万
一
千
人
に
上
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
県
で
は
、
平
成

二
十
二
年
五
月
、「
が
ん
へ
の
挑
戦
！

十
カ
年
戦
略
」
が
改
定
さ
れ
、
が
ん
に

よ
る
死
亡
率
の
軽
減
策
、
が
ん
に
な
ら

な
い
た
め
の
予
防
策
等
の
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
治
療
技
術
や
予
防
策
な
ど
の

関
心
が
高
い
一
方
で
、
が
ん
患
者
は
強

気
持
ち
に
配
慮
し
た
支
え
の
広

が
り
を

　

青
山
さ
ん
は
、「
地
域
で
集
い
を
開

く
と
き
に
、
参
加
者
の
中
に
は
、
自
分

が
『
が
ん
』
だ
と
い
う
こ
と
を
伏
せ
た

い
人
も
い
る
。
そ
う
し
た
気
持
ち
に
寄

り
添
い
、
世
話
人
と
し
て
も
、
他
人
の

た
め
に
特
別
な
取
り
組
み
を
し
よ
う
と

考
え
ず
、
当
事
者
が
日
々
生
活
し
て
い

く
中
で
、
心
か
ら
笑
え
て
、
泣
け
る
場

所
を
作
れ
れ
ば
」
と
話
し
ま
す
。

　

病
院
内
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

限
ら
れ
た
視
点
で
本
人
を
捉
え
る
だ
け

で
は
な
く
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く

た
め
の
、
心
の
支
え
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
コ
ス
モ
ス
の
活
動
か
ら
教
え
ら
れ

ま
す
。
医
療
や
福
祉
は
人
と
向
き
合
う

か
ら
こ
そ
、
同
じ
体
験
を
し
て
い
る
人

た
ち
の
集
い
の
場
が
、
支
え
る
協
力
者

と
共
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

毎月第２月曜日にあ
る定例会。午後２時
～４時、参加自由

問合せは、
県立がんセンター
医療相談支援室まで
☎045－391－5761（代表）
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センターへのアクセスはバスで！センターへのアクセスはバスで！
　厚木市にある神奈川県総合防災センターへ
は、小田急線愛甲石田駅２番バス乗り場から、
伊勢原駅南口行き、または平塚駅北口行きに乗
車。長沼バス停から徒歩５分ほどです。ほとん
どのバスはノンステップかワンステップバスな
ので車いすでも安心です。センターには、地震
や風水害などの体験ができるコーナーや防災情
報の展示があります。授乳室、車いす用トイレ、
点字パンフレットのほか、防災ビデオ（貸し出
しも可）には手話付きも完備されています。

大地震や風水害を体験大地震や風水害を体験
　「地震体験」では、台所をモデルに震度７の
揺れを体験しました。電動車いす利用の取材ス
タッフは、揺れの大きさに驚いた様子。ほかの
スタッフで入れる人はテーブルの下に入り、放
り出されないようにテーブルの脚をしっかりつ
かんで身を守りました。こうした場面では机だ
けでなく、玄関やトイレの中も耐震度が強いそ
うです。
　「風水害体験」では、風速30メートルという
息ができないほどの風を体験。風速26メートル
で、成人男性も飛ばされてしまうといいます。
平日は強風のみの体験ですが、日曜祭日の午後
には豪雨体験もできます。
　消火器で画面に映る火災を消す「消火体験」
では、一人暮らしの全盲スタッフも、火の位置
を声で教えてもらいながら消火に初挑戦。10型
という大きな消火器でも、16～18秒で消火剤が
なくなってしまうため、初期消火をマスターし
ておくことが大切だと感じました。
　さらに、煙を吸わないようにハンカチやタオ
ルで口と鼻をおさえながら、出口を探して迷路

神奈川県総合防災センター
（厚木市）

　いざという時のために備えは万全ですか？
　突然の災害に備えるためには、まず災害について知
ること、考えることが大切です。
　神奈川県総合防災センターで、地震や風水害などの
体験や防災に関する理解を深めながら、住み慣れた地
域で、誰もが手を携えて支え合うことの大切さを感じ
てみませんか。

◆ご意見・ご感想はkikaku@knsyk.jpまでお寄せください。

■神奈川県総合防災センター
　厚木市下津古久280
　電話　046－227－1700（体験コーナー受付）
　http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/03/0340/
　入館料無料。休館日は毎週月曜日、毎月第三火
曜日（祝日にあたる場合は翌日）。

インフォメーションインフォメーション

　通称KILC（キルク）。1997年４月設立。障害者の自立生活を
目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）や各種
情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者の目線で共
生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚木・平塚２ヶ所
を拠点に活動中。
〈連絡先〉〔法人本部〕厚木市愛甲953－２
　　　　　TEL：046－247－7503　　FAX：046－247－7508
　　　　　URL：http://www.kilc.org
　　　　　E-mail：info@kilc.org

「地震体験」 「消火体験」

今月は ⇨ NPO法人神奈川県障害者
自立生活支援センター　がお伝えします！

を進む「煙避難体験」など、これら４つのコー
ナーは、10人以上の団体で予約すれば体験する
ことができます。
　そのほか、「通報体験」「神奈川県の災害」「家
庭防災の知恵」など、ぜひ知っておきたい情報
が盛りだくさんです。

ノーマライゼーションの推進は災害への大切な備えノーマライゼーションの推進は災害への大切な備え
　首都圏では、70年に一度の割合で大地震が発
生しています。関東大震災から80年以上経った
今、大きな地震がいつ起きてもおかしくありま
せん。「一番大切なのは人と人との支え合い」「見
知らぬ人同士が励まし合う心の温かさが忘れら
れない」と、館内の防災シアターの映画の中で
語られた、阪神大震災被災者の言葉が深く心に
残りました。
　障害のある人もお年寄りも、誰もが共に生き
るノーマライゼーション社会。それをより強固
にすること、普段からみんなが支え合って共に
生きていくことが、災害への大切な備えではな
いでしょうか。
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◆利用時間:月～金（第3金曜日、祝日、
　年末年始等を除く）の9時～17時
◆問合先:☎045－311－8865

紹介図書一覧 本年度、県内で活躍する関係者の方々からご推薦いただいた「おすすめ図書」を
ご紹介します。（本紙702号～711号掲載）

５月
成年後見制度が支える老後
の安心 宮内康二 著　小学館

成年後見制度について、事例を豊富に掲載し、
手軽に理解できる一冊

10月
精神病院を捨てたイタリア　捨
てない日本 大熊一夫 著　岩波出版

精神保健に関するイタリアと日本の状況につ
いて書かれた一冊

11月 かもの法則
西田文郎 著　現代書林

成功する人と失敗する人の思考の違いを「か
もの法則」としてまとめた一冊

６月
リーダーになる人に知って
おいてほしいこと

松下幸之助 著　PHP研究所

実業家の体験を基にした知恵が掲載された一冊

12月
木を植えた人
ジャン・ジオノ 著　こぐま社

荒廃しきった土地に一人で木を植え続ける主人公
が森林を蘇らせ、新しい村を作りだした物語

７月
支え合い、育ち合いの子育て支援
大豆生田啓友 著　関東学院大学出版会

保育所や幼稚園などで実践される支援の内容
や方法、課題などについて考察した一冊

１月
腎不全を生きる　三五年の歩みから

梅田和彦 著　ゆみる出版

30代に腎不全と尿毒症を患い、透析治療に入っ
た著者の35年の生活の歩みを綴った一冊

８月
７つの習慣－成功には原則があった！
スティーブン・Ｒ・コヴィー 著　キングベアー出版

成功するための基本的な原則を事例や具体的
な方法について紹介した一冊

２月
現象学入門
竹田青嗣 著　日本放送出版協会

主観、客観の問題を説く現象学をわかりやく
解説した一冊

９月
遠い崖－アーネスト・サトウ
日記抄 萩原延壽 著　朝日新聞出版

幕末から明治にかけて多くの志士との交流を
日記としてまとめたイギリス人の記録集
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家
族
構
成
が
変
化
し
、
家
族
に
よ
る
扶
助
の
あ
り
方
も
多
様
化
す
る
中
、
本
年
度
の

連
載
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
的
課
題
が
あ
る
本
人
や
家
族
へ
の
社
会
的
ケ
ア
の
広
が
り

に
つ
い
て
、
地
域
の
団
体
の
取
り
組
み
等
か
ら
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

最
終
回
の
今
号
で
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
教
授
の
藤
崎
宏
子
さ
ん
に
、
連

載
を
整
理
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
的
ケ
ア
の
広
が
り
に
必
要
な
視
点
に
つ
い
て

ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

れ
て
い
る
と
い
う
認
識
も
、
よ
う
や
く

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

ば
か
り
で
す
。
当
事
者
で
さ
え
社
会
問

題
と
し
て
認
知
す
る
こ
と
に
躊
躇
す
る

現
状
も
あ
っ
て
、
潜
在
化
し
て
い
る
福

祉
問
題
の
広
が
り
は
さ
ら
に
大
き
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
事
者
へ
の
支
援
と
家
族
へ
の
支
援

　

二
点
目
に
、
病
気
や
障
害
、
貧
困
、

孤
立
な
ど
の
困
難
に
直
面
す
る
当
事
者

へ
の
支
援
と
と
も
に
、
そ
の
当
事
者
を

日
常
的
に
ケ
ア
す
る
家
族
へ
の
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち
、
認
知
症
高

齢
者
、
若
く
し
て
精
神
疾
患
や
重
い
脳

障
害
を
負
っ
た
人
び
と
―
―
か
れ
ら
の

日
常
生
活
は
、
一
般
に
、
家
族
の
ケ
ア

に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
部
分
が
大
き

い
の
で
す
。
た
と
え
公
的
サ
ー
ビ
ス
を

限
界
ま
で
使
っ
た
と
し
て
も
、
利
用
可

能
な
サ
ー
ビ
ス
の
質
量
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
地
域
生
活
を
前
提
に
考
え
た

場
合
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
ス
ポ

ッ
ト
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、

そ
の
〝
点
〞
と
〝
点
〞
を
つ
な
ぐ
よ
う

な
役
割
を
家
族
が
果
た
し
て
こ
そ
、

〝
面
〞
と
し
て
の
広
が
り
と
連
続
性
を

も
つ
当
事
者
の
生
活
の
質
が
維
持
さ
れ

る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

気
や
障
害
と
し
て
認
知
さ
れ
ず
、
さ
ら

に
そ
の
種
の
問
題
が
あ
る
こ
と
さ
え
知

ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
社
会
的
な
対
応
策
は
追
い

つ
い
て
お
ら
ず
、
類
似
の
制
度
は
あ
っ

て
も
、
年
齢
の
壁
な
ど
に
阻
ま
れ
て
利

用
で
き
な
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
加

え
て
、
人
び
と
の
理
解
も
不
十
分
な
こ

と
か
ら
、
例
え
ば
、
発
達
障
害
に
対
し

て「
親
の
し
つ
け
が
な
っ
て
い
な
い
！
」

な
ど
の
周
囲
の
批
判
を
招
き
、
本
人
お

よ
び
そ
の
家
族
が
地
域
社
会
の
な
か
で

孤
立
す
る
と
い
う
二
次
的
な
問
題
も
生

じ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

何
を
も
っ
て
福
祉
問
題
と
み
な
す
か

の
判
断
基
準
は
、
時
代
や
社
会
、
文
化

の
あ
り
よ
う
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て

き
ま
し
た
。
か
つ
て
一
顧
だ
に
さ
れ
な

か
っ
た
「
夫
婦
喧
嘩
」
の
な
か
に
、「
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
」
と

い
う
犯
罪
と
も
な
り
う
る
行
為
が
含
ま

社
会
的
ケ
ア
の
広
が
り
〜
個
人
と
家
族
を
支
え
る
﹇
最
終
回
﹈

社
会
的
ケ
ア
の
広
が
り
〜
個
人
と
家
族
を
支
え
る
﹇
最
終
回
﹈

福
祉
問
題
の
広
が
り
と
新
た
な
絆
の
創
造
〜
個
人
・
家
族
・
地
域

お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科教授

藤崎宏子さん

は
じ
め
に

　

こ
こ
数
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
進

展
の
も
と
、
人
び
と
の
生
活
格
差
が
拡

大
す
る
と
と
も
に
不
安
定
化
し
、
社
会

関
係
の
あ
り
よ
う
も
大
き
く
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、「
無

縁
社
会
」「
孤
独
死
」「
孤
族
」
な
ど
、

メ
デ
ィ
ア
の
つ
く
り
だ
し
た
新
し
い
言

葉
が
人
び
と
の
耳
目
を
ひ
い
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
い
う
「
無
縁
」
や
「
孤
独
」

は
、
ご
く
一
部
の
特
殊
な
人
に
の
み
関

連
す
る
の
で
は
な
く
、
だ
れ
の
身
に
も

生
じ
う
る
と
い
う
問
題
提
起
が
、
私
た

ち
の
心
に
重
い
波
紋
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
連
載
は
、
今
日
で
も
な
お
未

解
決
の
問
題
や
、
新
た
に
生
じ
た
（
も

し
く
は
顕
在
化
し
た
）
問
題
が
私
た
ち

の
周
辺
に
山
積
し
て
い
る
こ
と
に
気
付

か
せ
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、

そ
う
し
た
問
題
が
手
つ
か
ず
の
ま
ま
放

置
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
当
事

者
や
家
族
、
周
囲
の
人
た
ち
に
よ
っ
て

一
定
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
こ

と
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。
特
に
公
的
な

支
援
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
声

を
挙
げ
、
行
動
を
起
こ
そ
う
と
す
る
市

民
の
力
に
、「
世
の
中
ま
だ
捨
て
た
も

ん
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
。

　

連
載
の
最
終
回
に
あ
た
り
、
今
回
の

連
載
が
提
起
し
た
重
要
な
指
摘
の
い
く

つ
か
を
採
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
祉
問
題
の
広
が
り

　

最
初
に
注
目
し
た
い
の
は
、
広
義
の

福
祉
政
策
で
対
応
す
べ
き
問
題
の
範
囲

の
広
が
り
で
す
。
今
回
の
連
載
の
な
か

で
は
、
発
達
障
害
、
若
年
認
知
症
、
高

次
脳
機
能
障
害
、
刑
務
所
出
所
者
の
地

域
生
活
支
援
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
従
来
病
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と
い
う
存
在
を
当
て
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。（
Ｂ
）

の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ア
イ
デ
ア

は
、「
家
族
」
の
存
在
を
前
提
に
し
て

い
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
方
た
ち
の

支
援
策
を
考
え
る
場
合
も
有
効
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
社
会
を
基
盤
と
し
た
新
た
な
絆

の
創
造
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ふ
じ
さ
き 

ひ
ろ
こ
）

ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の

は
、
た
と
え
今
後
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
整

備
が
進
ん
で
も
、
な
お
「
限
界
」
が
消

滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
受
刑
者
の
刑
務
所
出
所

後
、
精
神
障
害
者
の
退
院
後
、
そ
し
て

発
達
障
害
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の
成
長

過
程
へ
の
支
援
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

地
域
社
会
の
受
け
入
れ
基
盤
を
必
要
と

し
ま
す
。
家
族
や
学
校
、
施
設
や
病
院

な
ど
、
比
較
的
そ
の
環
境
条
件
を
統
制

可
能
な
空
間
と
は
異
な
り
、
地
域
社
会

は
多
様
な
人
び
と
の
暮
ら
す
場
で
あ

り
、
つ
ね
に
流
動
的
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
広
い
意
味
で
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
も
つ
人
と
そ
の
家
族
に
と

っ
て
、
大
き
な
不
安
材
料
に
も
な
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
生
活
に

よ
い
意
味
で
の
刺
激
を
与
え
、
生
き
て

い
る
実
感
を
与
え
て
く
れ
る
の
も
ま

た
、
こ
の
地
域
の
も
つ
多
様
性
や
流
動

性
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
連
載
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
問
題
の
当
事
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ

て
、「
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
」「
お
互

い
さ
ま
の
緩
や
か
な
関
係
」
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
随
所
で
強
調
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
「
緩
や
か
な
絆
」
に
よ
っ

て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
、
支
え
ら
れ

支援者
５

家族
当事者

当事者

支援者
６

支援者
２

支援者
３

支援者
４

支援者
５

支援者
６

支援者
７支援者

１

支援者1
家族支援者

２

支援者
３

支援者
４

（図）支援ネットワークのあり方
（Ａ） （Ｂ）

地　域 地　域

て
い
る
と
い
う
実
感
は
、
す
べ
て
の
人

に
と
っ
て
生
活
の
豊
か
さ
や
安
心
感
の

源
泉
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
の
考
察
を
、
以
下
の
図
に

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
こ
の
図
は
、
地

域
を
基
盤
と
し
た
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　
（
Ａ
）
の
図
は
、
福
祉
問
題
の
当
事

者
が
「
家
族
」
の
な
か
で
護
ら
れ
て
い

る
半
面
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
そ

の
存
在
が
明
示
化
さ
れ
て
い
な
い
状
態

を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
主
体
（
支
援
者
）
は
い
る
も

の
の
、
相
互
の
連
携
は
必
ず
し
も
と
れ

て
は
い
ま
せ
ん
。
一
方
、（
Ｂ
）
の
図

で
は
、「
家
族
」
も
ま
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
一
主
体
と
い
う
位
置
づ
け
に
あ

り
、他
の
支
援
者
と
連
携
を
と
り
つ
つ
、

福
祉
問
題
の
当
事
者
を
支
え
る
と
い
う

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
を
表
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
支
援
体
制
が
成

り
立
つ
た
め
に
は
、
地
域
社
会
の
「
緩

や
か
な
絆
」
の
存
在
が
不
可
欠
だ
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
連
載
で
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の

方
た
ち
や
受
刑
者
の
出
所
後
の
生
活
支

援
に
つ
い
て
も
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
方
た
ち
は
、「
家
族
」

　

し
か
し
、
そ
の
当
の
家
族
は
い
わ
ば

〝
黒
子
〞
の
よ
う
な
も
の
と
み
な
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
社
会
的
支
援
の
対
象
と
は
な

っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
ケ
ア
す
る

人
を
ケ
ア
す
る
」
こ
と
の
必
要
性
が
主

張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
つ
い

最
近
の
こ
と
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
介
護
保

険
制
度
の
隙
間
を
埋
め
る
よ
う
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
と
り
く
み
や
、

脳
障
害
、
認
知
症
の
人
と
家
族
を
支
え

る
当
事
者
グ
ル
ー
プ
の
と
り
く
み
な
ど

に
、「
ケ
ア
す
る
人
を
ケ
ア
す
る
」
と

い
う
新
し
い
理
念
の
浸
透
を
み
て
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
と
り
く

み
の
多
く
は
、
ま
ず
、
も
う
一
人
の
問

題
当
事
者
で
あ
る
「
家
族
」
自
身
に
よ

っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
限
界
と

地
域
社
会
の
緩
や
か
な
絆

　

三
点
目
に
、
国
や
自
治
体
な
ど
が
提

供
す
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
限
界
に
つ
い

て
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
限
界
を
も

た
ら
す
原
因
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、「
問
題
」
そ
れ
自
体
の
社
会
的
認

知
の
低
さ
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
す
で

に
制
度
化
さ
れ
た
領
域
で
も
、
財
政
事

情
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
利
用
を
抑
え
ざ
る
を
得
な
い
な
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県社協

ひろば
の

地
域
福
祉
担
当
者
連
絡
会
「
地
域
の

見
守
り
活
動
と
個
人
情
報
」
を
開
催

　

去
る
二
月
八
日
、
地
域
福
祉
担
当
者

連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
連
絡
会
は
、
市
域
・
保
健
福
祉

圏
域
、
県
域
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
で

の
協
働
・
連
携
体
制
を
目
指
す
た
め
、

県
・
市
町
村
、
社
協
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
の
担
当
職
員
の
相
互
理
解

を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。
今
回
は
「
地
域
の
見
守
り
活

動
と
個
人
情
報
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
基

調
講
演
や
、
地
域
の
福
祉
活
動
の
事
例

報
告
な
ど
を
中
心
に
行
い
、
百
三
十
八

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
、
地
域
で
は
、
家
族
や
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
薄
れ
、
社
会
か
ら
孤
立
す

る
人
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
個
人
情
報
保
護
に
対
す
る
過

剰
な
反
応
の
結
果
、
見
守
り
活
動
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
福
祉
活
動
が
阻
ま

れ
て
い
る
現
状
も
一
部
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
そ
う
し
た
状
況
で
あ
っ
て

も
、
地
域
の
中
で
は
工
夫
を
凝
ら
し
た

多
様
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
連
絡
会
の
中
で
は
、
県
内
外

の
三
つ
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

防
災
グ
ッ
ズ
「
安
心
く
ん
」
を
媒

介
に
し
た
見
守
り
活
動

　

横
浜
市
都
筑
区
の
池
辺
地
区
社
協

（
会
長
：
座
間
恒
一
さ
ん
）
が
平
成
十
七

年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
身
体
に
障
害
の
あ

る
人
が
、
災
害
時
に
家
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
時
に
使
用
す
る
防
災
グ
ッ
ズ
「
安

心
く
ん
」
の
配
布
で
す
。
こ
れ
は
、
緊

急
の
際
の
連
絡
カ
ー
ド
や
助
け
を
求
め

る
た
め
の
笛
、
懐
中
電
灯
に
加
え
、
水

や
キ
ャ
ラ
メ
ル
な
ど
も
入
っ
て
い
る
袋

で
す
。

　

こ
の
水
と
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
配
布
に
は
、

災
害
時
の
粉
塵

に
よ
る
の
ど
の

痛
み
を
和
ら
げ

た
り
、
甘
い
も

の
に
よ
っ
て
緊

張
を
ほ
ぐ
す
意

味
も
あ
る
の
で

す
が
、
実
は
、

別
の
と
こ
ろ
に
も
ね
ら
い
が
あ
り
ま

す
。
災
害
時
の
水
や
食
品
に
は
、
長
期

保
存
が
可
能
な
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

「
安
心
く
ん
」
に
は
あ
え
て
賞
味
期
限

が
短
い
も
の
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
賞
味
期
限
の
前
に
入
れ
替
え
を
行

う
た
め
の
訪
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
賞
味
期
限
を
利
用
し
て

訪
問
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
る

の
で
す
。

　

見
守
り
活
動
は
、
は
じ
め
の
う
ち
は

見
守
ら
れ
る
側
が
構
え
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、「
安
心
く
ん
」の
入
れ
替
え
を

目
的
と
し
た
訪
問
な
ら
ば
、
抵
抗
感
な

く
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
言
い
ま
す
。
グ

ッ
ズ
を
介
す
る
こ
と
で
、
訪
問
の
目
的

や
意
図
が
相
手
に
見
え
や
す
く
、
受
け

入
れ
ら
れ
や
す
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
会
場
か
ら
は
、
来
年
度
か
ら

「
安
心
く
ん
」を
導
入
す
る
予
定
の
、
綾

瀬
市
社
協
か
ら
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

支
え
合
い
活
動
の
推
進
に
向
け
た
、

集
合
住
宅
や
行
政
の
取
り
組
み

　

横
浜
市
栄
区
に
あ
る
公
田
町
団
地
の

報
告
で
は
、
団
地
住
民
の
高
齢
化
や
孤

独
死
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

始
め
ら
れ
た
、
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
中

心
と
し
た
見
守
り
や
買
い
物
支
援
な
ど

の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

見
守
り
の
た
め
の
支
援
員
や
見
守
り

連
絡
会
議
等
に
よ
る
情
報
の
共
有
化
、

セ
ン
サ
ー
（
感
知
器
）
を
活
用
し
た
見

守
り
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
新
し
い
取
り
組

み
を
行
う
中
で
、
見
守
り
の
た
め
の
訪

問
を
拒
否
す
る
人
が
い
た
り
、
新
し
い

転
入
者
の
状
況
の
把
握
が
困
難
な
ど
課

題
が
見
え
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

一
方
、東
京
都
中
野
区
役
所
か
ら
は
、

地
域
の
支
え
合
い
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
見
守
り
拠
点
を
整
備
し
、
支
え

合
い
活
動
の
担
い
手
が
、
要
支
援
者
の

異
変
を
発
見
し
た
場
合
、
二
十
四
時
間

三
百
六
十
五
日
相
談
が
で
き
る
よ
う
な

体
制
を
検
討
中
だ
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
区
の
職
員
が
見

守
り
の
対
象
と
な
る
人
の
状
況
を
把
握

し
情
報
の
集
約
を
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

人
の
名
簿
を
地
域
の
支
援
者
に
提
供
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、現
在
条
例

改
正
に
向
け
た
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
の
「
孤
立
」
が
進
ん
で

い
る
と
言
わ
れ
る
中
で
、
住
民
に
よ
る

見
守
り
の
活
動
は
さ
ら
に
重
要
に
な
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
創
意
工
夫
の
あ
る
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
会
も
引
き

続
き
情
報
収
集
し
、
事
例
等
の
提
供
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
市
町
村
社
協
支
援
担
当
）

地域のアイデアが詰まった「安心
くん」。見守り活動のきっかけに
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役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
２
月
14
日（
月
）①
副
会

長
の
選
任
、
②
評
議
員
の
選
任
、
③

各
種
委
員
会
委
員
の
選
任
、
④
神
奈

川
県
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
推
進
計

画（
案
）、
⑤
平
成
22
年
度
県
社
協
一

般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予
算

（
案
）

◇
評
議
員
会
＝
２
月
９
日（
水
）①
理

事
の
選
任
、
②
監
事
の
選
任

交
通
遺
児
世
帯
登
録
の
ご
案
内

　

本
会
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
寄
附

金
に
よ
り
、
か
な
が
わ
交
通
遺
児
援

護
基
金
を
設
置
し
、
交
通
遺
児
世
帯

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
県
内
在
住
の
交
通
事
故
等

に
よ
る
二
十
歳
未
満
の
遺
児
と
そ
の

世
帯
で
す
。
登
録
に
あ
た
っ
て
は
、

最
寄
り
の
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
（
交
通
事
故
証
明
書

等
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
）。

◇
見
舞
金
＝
登
録
時
に
十
万
円

◇
激
励
金
＝
小
・
中
学
校
入
学
、
中

学
・
高
校
卒
業
時
に
五
万
円
。
交
流

事
業
の
実
施
な
ど

◇
問
合
先
＝
本
会
と
も
し
び
運
動
推

進
担
当

☎
045

－

312

－

４
８
１
３

子
ど
も
が
語
る
〝
シ
ェ
ル
タ
ー
と
私
〞
の
ご
案
内

◇
日
時
＝
５
月
21
日（
土
）13
時
〜
16

時◇
会
場
＝
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
講
堂

◇
内
容
＝
①
て
ん
ぽ
の
活
動
報
告
、

②
子
ど
も
が
語
る
シ
ェ
ル
タ
ー
と
私
、

③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
広

げ
よ
う
！
子
ど
も
の
シ
ェ
ル
タ
ー
」

◇
定
員
＝
300
名
（
参
加
費
無
料
）

ー
▽
四
季
㈱
▽
オ
リ
ッ
ク
ス
㈱
社
会

貢
献
基
金
▽
㈱
シ
ュ
ガ
ー
レ
デ
ィ
▽

神
奈
川
福
祉
事
業
協
会
▽
横
濱
フ
ォ

ー
テ
ィ
ー
ズ
野
球
倶
楽
部
▽
横
浜
市

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
▽
三
菱
商
事
㈱

社
会
貢
献
チ
ー
ム
▽
国
際
フ
ー
ド
製

菓
専
門
学
校
▽
㈱
キ
ッ
ズ
シ
テ
ィ
ー

ジ
ャ
パ
ン
▽
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
▽
㈶

神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
▽
㈶
資
生
堂
社
会
福
祉
事
業
財
団

▽
メ
リ
ル
リ
ン
チ
日
本
証
券
㈱
▽
三

菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
メ
リ
ル
リ
ン
チ
Ｐ
Ｂ

証
券
㈱
▽
㈶
神
奈
川
新
聞
厚
生
文
化

事
業
団
▽
（福）
テ
レ
ビ
朝
日
福
祉
文
化

事
業
団
▽
㈱
横
浜
銀
行
▽
全
日
本
プ

ロ
・
レ
ス
リ
ン
グ
㈱
▽
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ

イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
▽
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー

ジ
ャ
パ
ン
㈱
▽
ラ
イ
オ
ン
ハ
イ
ジ
ー

ン
㈱

寄
附
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
附
金
】
㈶
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研

究
所
神
奈
川
県
モ
ラ
ロ
ジ
ー
協
議
会

女
性
会
議
、
神
奈
川
県
大
衆
音
楽
協

会
、
広
瀬
公
子
、
脇
隆
志

【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】H

onda 
Cars

川
崎　

港
北
店

【
と
も
し
び
基
金
】
（福）
藤
沢
市
社
協
、

神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物

館
、
菅
井
良
幸
、
高
橋
民
雄
、
富
士

シ
テ
ィ
オ
㈱

（
計　

二
八
〇
、
七
四
八
円
）

【
寄
附
物
品
】
ラ
イ
オ
ン
ズ
ハ
イ
ジ

ー
ン
㈱
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和

損
害
保
険
㈱
、
と
も
し
び
展
示
コ
ー

ナ
ー
Ｏ
Ｂ
会
、
神
奈
川
県
定
年
問
題

研
究
会
、
加
藤
裕
司
、
湘
南
弦
楽
合

奏
団
、
横
浜
市
立
矢
上
小
学
校

（
い
ず
れ
も
順
不
同
、
敬
称
略
）

◇
問
合
先
＝
（N）
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
て

ん
ぽ
事
務
局

☎
045

－

473

－

１
９
５
９

本
会
へ
の
応
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す

【
賛
助
会
員
】
本
会
事
業
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
ご
入
会
い
た
だ
き
ま
し
た

企
業
・
団
体
等

▽
愛
知
工
芸
社
▽
吾
妻
印
刷
㈱
▽
㈱

あ
ん
ざ
い
▽
㈲
ア
レ
ー
テ
ー
▽
㈱
石

井
商
事
▽
㈱
神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

▽
㈱
金
港
堂
▽
共
和
興
行
㈱
▽
ク
マ

リ
フ
ト
㈱
横
浜
営
業
所
▽
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
カ
ミ
ヤ
㈱
▽
京
浜
化
工
㈱
▽

小
玉
牛
乳
店
▽
㈱
柴
橋
商
会
▽
㈱
シ

マ
ソ
ー
ビ
▽
㈱
ソ
ー
ゴ
ー
イ
ベ
ン
ト

▽
相
鉄
観
光
㈱
▽
第
百
ゼ
ネ
ラ
ル
㈱

キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
▽
大
栄
電

子
㈱
▽
東
宝
防
災
㈱
▽
㈱
ト
シ
ダ
▽

㈱
ト
ミ
ヤ
▽
ニ
ュ
ー
ト
リ
ー
㈱
▽
㈱

柏
苑
社
▽
富
士
産
業
㈱
▽
㈱
ポ
ー
ト

サ
イ
ド
印
刷
▽
㈱
八
雲
堂
洋
光
台
店

▽
八
木
時
雄
税
理
士
事
務
所
▽
㈱
安

江
設
計
研
究
所
▽
㈲
横
浜
綜
合
印
刷

▽
（N）
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

想【部
会
協
力
者
】
各
種
招
待
行
事
や

寄
託
品
等
、
本
会
施
設
部
会
事
業
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・

団
体
等

▽
諸
磯
ヨ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

▽
コ
カ
・
コ
ー
ラ
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ

パ
ン
㈱
▽
㈳
Ｊ
リ
ー
グ
選
手
協
会
▽

㈱
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推

進
部
▽
㈶
ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団
▽

㈱
カ
レ
ン
ズ
▽
横
浜
西
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
▽
横
浜
戸
塚
西
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
▽
神
奈
川
県
民
共
済
生
活
協

同
組
合
▽
ジ
ョ
ン
ソ
ン
㈱
▽
㈱
京
急

油
壺
マ
リ
ン
パ
ー
ク
▽
㈱
シ
ャ
ク
リ
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発
行
日　

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）３
月
15
日　

毎
月
１
回
15
日
発
行　
　

発
行
所　

〒
221

－

０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
045

－

311

－

１
４
２
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
045

－

312

－

６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

鈴
木
和
夫　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

　

道
化
師
、
ピ
エ
ロ
を
英
語
で
言
う
と

「
ク
ラ
ウ
ン
」。
ク
ラ
ウ
ン
が
、
社
会
福

祉
施
設
や
病
院
な
ど
の
利
用
者
に
寄
り

添
い
、
共
感
し
、
笑
い
と
遊
び
心
に
よ

る
癒
し
の
ひ
と
と
き
で
、
利
用
者
が
心

地
よ
い
と
感
じ
る
世
界
へ
誘
う
「
ケ
ア

リ
ン
グ
ク
ラ
ウ
ン
（
造
語
）」（
以
下
、

「
ク
ラ
ウ
ン
」）
の
活
動
が
今
広
が
り
始

め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ク
ラ
ウ
ン
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
入
れ
た
「
笑
顔
の
配
達

人
」
代
表
の
井
上
高
久
さ
ん
と
会
員
の

内
田
章
さ
ん
、
田
中
文
治
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

笑
い
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

　

す
で
に
市
内
で
社
会
福
祉
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
た
井
上
さ
ん
は
、
あ
る
テ

レ
ビ
番
組
で
ク
ラ
ウ
ン
を
取
り
上
げ
て

い
る
の
を
見
て
、「
笑
い
や
遊
び
を
使

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
で
き
な
い

か
」
と
南
足
柄
市
社
協
（
以
下
、「
市

社
協
」）
に
提
案
し
ま
し
た
。
市
社
協

か
ら
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
研
修
会
を

重
ね
た
結
果
、
平
成
二
十
一
年
六
月
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
を
発

足
、
現
在
会
員

は
八
名
。
社
会

福
祉
施
設
や
地

元
の
お
祭
り
な

ど
で
、
風
船
で

犬
や
剣
を
作
っ

た
り
、
顔
に
絵

を
描
い
て
あ
げ

る
な
ど
、
会
員
が
得
意
な
こ
と
を
生
か

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

相
手
の
心
に
寄
り
添
う

　

市
社
協
が
主
催
す
る
障
害
児
一
時
預

か
り
事
業
「
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
の
会
」
の

子
ど
も
と
出
会
っ
た
時
の
こ
と
を
井
上

さ
ん
は
こ
う
語
り
ま
す
。

　
「
初
め
は
不
安
な
様
子
で
、遠
く
か
ら

こ
っ
ち
を
チ
ラ
チ
ラ
見
て
い
た
け
ど
、

雰
囲
気
に
引
か
れ
寄
っ
て
き
て
、い
つ

の
間
に
か
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
ん
だ
」

　

相
手
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
時
間
を

作
る
た
め
に
も
、
こ
の
相
手
の
気
持
ち

の
変
化
を
じ
っ
く
り
待
つ
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

　
「
待
つ
時
間
は
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
だ
か
ら
、
活
動
内
容
は
事
前

に
考
え
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
心
に

寄
り
添
い
『
こ
の
子
は
今
何
を
求
め
て

い
る
の
か
』
を
感
じ
な
が
ら
接
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
も
『
引
き

出
し
』
を
多
く
用
意
し
、
そ
こ
か
ら
選

び
出
す
即
興
性
を
学
ん
で
い
ま
す
」
と

井
上
さ
ん
は
微
笑
み
ま
す
。

　

相
手
に
寄
り
添
う
こ
と
も
大
き
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
活
動
を
継
続
す
る

こ
と
で
、
お
ぼ
ろ
げ
だ
っ
た
活
動
の
目

的
が
、
少
し
ず
つ
固
ま
っ
て
き
た
と
い

い
ま
す
。「
調
理
器
具
を
楽
器
に
し
、

お
互
い
が
笑
顔
に
な
る
手
法
も
こ
れ
か

ら
取
り
入
れ
、
活
動
を
広
げ
た
い
」
と

三
人
は
今
後
の
意
気
込
み
を
熱
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ニ
ア
活
動
支
援
担
当
）

笑
顔
の
配
達
人
（
南
足
柄
市
）

心
に
癒
し
を
！  

笑
顔
を
届
け
ま
す

「
笑
顔
の
配
達
人
」
に
つ
い
て
は
、
南
足
柄
市

社
協
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
６
５

－
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赤い鼻のクラウンに、「もっと作って」と両手いっ
ぱいに抱えるほど頼む子もいるとか

防火管理者の皆様へ 消防用設備等点検時には無償で点検推進指導員を派遣し
防火管理者の立会を支援いたします。

（財）神奈川県消防設備安全協会
 ＴＥＬ　０４５－２０１－１９０８

消防用設備の
安心を保障します

緊急地震速報

地震波形データ

　地震の強い揺れは、一般的に地震波のうちＳ波（横波）と
呼ばれるものによって起こされると言われています。そのた
めＳ波のことを、主要動とも言われています。地震観測で
は、このＳ波の前にＰ波（縦波）と呼ばれるものを観測でき
ます。速報ではこのＰ波を観測した時点から地震の「マグニ
チュード」や「震度」を予測します。予測は自動的に速報と
して発表されますが、余裕は数秒～十数秒しかありません。
震源が近い場合には間に合わない場合もあります。事前に何
をしたら良いのか決めておくことも重要な地震対策です。

（執筆）神奈川県温泉地学研究所　杉原英和次長
緊急地震速報の発表までの流れ

報道機関→住民
自治体

工場等事業所
交通機関
各利用者

気
　
象
　
庁

緊急
地震速報

震源
地震計

地震波形データ

〈データ処理〉
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